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松
岡
兄
弟
か
ら
の
年
賀
状 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
お
正
月
と
い
え
ば
年
賀
状
で
す

ね
。
日
頃
会
う
機
会
が
少
な
い
人

で
も
、
年
賀
状
だ
け
は
や
り
と
り

す
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
回
は
、
松
岡
兄
弟
が
三
木
家

第
９
代
当
主
・
三
木
拙
二
に
宛
て

た
年
賀
状
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
松
岡
家
と
三
木
家
と
い
え
ば
、

「
竹
馬
の
友
」で
あ
る
柳
田
國
男
と

拙
二
と
の
交
流
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
両
家
の
交
流
は

こ
の
２
人
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、

他
の
兄
弟
た
ち
も
、
年
賀
状
を
は

じ
め
と
し
て
、
手
紙
や
地
元
の
名

産
を
や
り
と
り
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
①
は
松
岡
鼎
か
ら
の
年

賀
状
で
す
。
表
に
宛
名
と
新
年
の

あ
い
さ
つ
が
記
さ
れ
、
裏
に
は
鼎

の
胸
像
の
写
真
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
当
時
、
千
葉
県
布
佐
町
（
現
・

我
孫
子
市
）
に
住
ん
で
い
た
鼎
は
、

県
会
議
員
や
布
佐
町
長
を
務
め
る

な
ど
、
郷
土
の
名
士
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
長
年

の
功
労
の
記
念
と
し
て
作
ら
れ
た

胸
像
の
写
真
を
年
賀
状
に
用
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
②
と
③
は
井
上
通
泰
と
松
岡
映

丘
か
ら
の
年
賀
状
で
す
。 

　
現
在
三
木
家
に
残
っ
て
い
る
２

人
の
年
賀
状
は
、
賀
詞
と
住
所
・

氏
名
だ
け
が
書
か
れ
た
、
シ
ン
プ

ル
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
②

と
③
は
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
多

い
な
か
で
、
珍
し
く
手
書
き
の
年

賀
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

        

　
④
・
⑤
は
い
ず
れ
も
柳
田
國
男

か
ら
の
年
賀
状
で
す
。 

　
ま
ず
④
は
、
國
男
が
第
一
高
等

学
校
に
在
学
中
の
明
治
２８
年
（
１

８
９
５
）
の
年
賀
状
。
ま
だ
「
松

岡
國
男
」
の
名
前
で
出
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
加
え
て
、

日
頃
の
無
沙
汰
を
詫
び
る
言
葉
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の

年
賀
状
、
写
真
で
は
見
え
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
明
治
二

十
八
年
」
と
書
く
と
こ
ろ
を
、
間

違
え
て
「
二
十
七
年
」
と
書
い
て

し
ま
い
、
あ
わ
て
て
上
か
ら
「
八
」

と
書
き
直
し
て
い
ま
す
。 

        

　
⑤
は
消
印
が
欠
け
て
い
る
た
め

正
確
な
年
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、「
柳
田
國
男
」
の
名
で
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
切
手
の
種
類
か
ら

判
断
し
て
、
明
治
末
頃
の
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現

在
で
も
通
じ
る
よ
う
な
か
わ
い
ら

し
い
デ
ザ
イ
ン
の
年
賀
状
で
す
ね
。 

　
三
木
家
に
は
、
年
賀
状
の
ほ
か

に
も
、
松
岡
兄
弟
か
ら
の
書
簡
や

葉
書
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
松
岡
家
と
三
木
家

の
交
流
の
よ
う
す
が
わ
か
る
重
要

な
資
料
で
す
。
今
後
も
少
し
ず
つ
、

こ
う
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
写
真
は
い
ず
れ
も
三
木
氏
所
蔵 

①
昭
和
６
年
三
木
拙
二
宛
松
岡
鼎
年
賀
状 

④
明
治
２８
年
三
木
拙
二
宛
松
岡
國
男
年
賀
状 

②
昭
和
１１
年
三
木
拙
二
宛
井
上
通
泰
年
賀
状 

③
昭
和
３
年
三
木
拙
二
宛
松
岡
映
丘
年
賀
状 

⑤三木拙二宛柳田國男年賀状 

せ
つ
じ 

が
　
し 

か
な
え 

あ
　
び
　
こ 

（社会教育課） 
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　福崎東中学校では、２年生の家庭科「食生活の自立」のな

かで、地域の食文化について学習しています。夏休みには、

地域の食材を調べたり、それらを使った調理を調べ実習した

りしました。２学期には、もちむぎ粉を使ったパンケーキの

調理実習、自分たちで育てたさつまいもを使った調理実習に

取り組みました。 

　食に関しての調査や実習をとおして、自分自身の食生活を

見直すとともに、地域との関わりを深めることができました。 
 

＜生徒の感想＞ 

・もちむぎ粉を入れているので食感がもちもちでした。とて

もおいしかったです。家でも作って家族に食べさせてあげ

たいです。これからも特産もちむぎを使った食べ物を作っ

て食べてみたいです。 

・もちむぎパンケーキを作って、形もきれいな円になったし、

班員みんなで作れたのがよかったです。少量の砂糖でも、

もちむぎ粉の味がちゃんとしていておいしかったし、ふわ

ふわにできたのでよかったです。 

～地域の食材を生かして～ 
福崎東中学校　　 
　　　の取り組み 

（社会教育課） 

野外センターだより 

　野外センターの山小屋に掘りごたつを設置して
います。 
　冬の七種山、野外センターは、いつもとちがっ
た景色をみせてくれます。 
　野外センターでの活動、
なぐさの森での散策、文化
財・名勝巡りの際には、山
小屋の掘りごたつで、ほっ
こりおくつろぎください。 

　多くのみなさんから「かわいいカモたちに」と
心をこめた「えさ」をいただきました。 
「えさ」を持参してくださった方（敬称略） 
　宮　利康　松岡政行　関　良一　大崎　勇 
　尾　好孝　山下百合子 

　火災や犯罪の多発が予想される年末年始を迎える
にあたって、地域の安全・安心を確保するため、中
播消防署と福崎警察署が合同で「年末特別警戒発隊 
式」を１２月１０日に中播消防署で実施しました。より
強固な連携体制を構築して防火・防犯に万全を期す
ことを目的に、初めて合同で実施され、式のなかで
は両機関の訓練デモンストレーションも披露されま
した。 
　また、福崎東中学校３年生の安達さくらさん（全
国中学生人権作文コンテスト兵庫県大会で最優秀賞
受賞）が、福崎警察署の一日署長として訓示や車両
点検を行いました。 

年末特別警戒発隊式が 
実施されました！ 

年末特別警戒発隊式が 
実施されました！ 

▲一日署長を務めた 
　安達さくらさん 
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食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

先進地視察研修会を実施 
　１１月１３日、島根県雲南市農業委員会への先進地視察研修を行いました。 

　雲南市農業委員会　板持会長のあいさつの後、事務局から、雲南市農業

委員会の概要、農地パトロール・農地利用状況調査の取り組み、農地の貸

借・売買の際の下限面積の設定・見直し、耕作放棄地対策などについて、

それぞれ説明を受けました。その後、意見交換を行い、お互いの交流を深

めました。 

　雲南市農業委員会では、耕作放棄地解消に特に熱心に取り組まれており、農業委員と市職員で担当区域

ごとに調査班（２～４人）を編成し、耕作放棄地区分ご

とに色分けした調査地図をもとに現地を一筆一筆直接

見て回り、耕作状況を把握して指導を行っています。

このような活動により、平成２４年度には、耕作放棄地

７８.９haの内、１８.７haが解消されました。 

　農地パトロール・農地利用状況調査の方法など、大

変参考になり、有意義な研修となりました。 

　これからも農業委員会は、このような先進地研修会

を通じて、農業委員の知識の向上を図るとともに、今

後の農業委員会活動の発展に努めていきます。 

　　　問い合わせ先 

　　　　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

資源ごみの集団回収に 
ご協力ください！ 

資源ごみの集団回収に 
ご協力ください！ 

　福崎町では、子ども会やＰＴＡなどが行ってい
る資源ごみの集団回収運動に助成金を支給してい
ます。 
 
●助成金の単価（１kg当たり） 
　・アルミ缶　　　　　　　　　　　２０円 
　・紙類（新聞・雑誌・ダンボール）　４円 
　・衣類　　　　　　　　　　　　　４円 

 
○申請は住民生活課で受け付けています。 
○申請には印鑑と業者発行の伝票が必要です。 
 
　資源ごみを集団回収に出すことで適正にリサイ
クルすることができ、ごみの減量化につながりま
す。アルミ缶・紙類・衣類は集団回収に出しまし
ょう。 
　集団回収で出せな
い場合は、ごみ収集
カレンダーを確認の
うえ、ごみステーシ
ョンに出してくださ
い。 

（住民生活課） 

「板坂の田んぼと景観は未来への贈り物」 
農事組合法人　板坂営農組合　設立 

「板坂の田んぼと景観は未来への贈り物」 
農事組合法人　板坂営農組合　設立 
　１１月２３日、「農事組合法人　板坂営農組合」の設
立総会が開催され、組合員のほかJAや関係者など 
３３人が出席し、町内で２番目となる農業法人が設立
されました。 
　板坂地区は、昭和５６年に「板坂営農組合」を立ち
上げ、その後、ほ場整備事業を展開しました。平成
１８年には「特定農業団体　板坂営農組合」を設立し、
地域農業の担い手として効率的で安定的な農業経営
を行ってきました。 
　農事組合法人となった板坂営農組合は、組合員８０
人、水田経営面積２４haです。水稲、麦、野菜など
を生産し、もち麦生産組合の一員として町の特産も
ち麦を栽培するとともに、学校給食で使用する野菜
を栽培・納品し、地産地消に取り組んでいます。 

（農林振興課） 
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ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要） 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１月２１日（火）・２月１８日（火） 
場所：文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

２月６日（木）　文化センター　２階　和室 

　わらべうた・絵本の読みきかせ・パネルシアタ

ーなど、親子でいっしょに楽しみます。 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

２月１３日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、

身体遊びなどを楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　（※申込不要） 
日　時　２月５日（水） 

　　　　１０：３０～１１：３０ 

　　　　（受付 １０：１５～） 

場　所　エルデホール 

　　　　メインホール 

出　演　NPO法人「音楽の家」 

　うさぎさんがちいさないすをつくって　のはらの

きのしたにおきました。そのそばに、「どうぞのい

す」とかいたたてふだもたてました。あるひ、ろ

ばさんがどんぐりのはいったかごをおいて、ひる

ねをしているうちに…。 

　本の内容に合わせて作った曲が、絵本と美しい

ハーモニーを奏でています。後半は、フルート・

オカリナ演奏や、童謡などをみんなで歌いましょう。

生演奏を子どもといっしょに楽しんでみませんか？ 

※申込は不要です。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

　福崎幼児園内の子育て支援センター（おひさま

らんど）、文化センター内の西部子育て学習センタ

ー（ともだちひろば）、田原幼児園内の東部子育て

学習センター（にこにこひろば）の町内３か所の

子育て支援施設を下記のとおり開設しています。 

　子育て家庭が楽しく子育てされ、お子さんが健

やかに成長されることを願い、一体となって子育

てを応援していきます。 

　子育て中のお母さん・お父さんはもちろん、孫

育て中のおばあちゃん・おじいちゃん、気軽に遊

びにお越しください。 

　子育て中のお母さん、ちょっと一息つきません 

か？子育てに関することだけでなく、どんなこと

でもかまいません。子どもといっしょに遊びながら、

おしゃべりを楽しみませんか？ 

日　時　２月１７日（月）　１０：００～１１：３０ 

場　所　おひさまらんど 

テーマ　「何でもOK！」 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込先　おひさまらんど 

定　員　１５組 
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こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

１４ 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。 

　
国
民
年
金
は
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給

さ
れ
る
年
金
の
半
分
の
額
が
国
の

税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る
な
ど
、
と

て
も
有
利
で
安
心
な
制
度
で
す
。 
 

義
務
と
権
利 

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳

か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で
の

す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ

り
ま
す
。 

 

加
入
手
続
き
が
必
要
な
の
は 

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、

２０
歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険
者

と
な
る
方
（
学
生
、
自
営
業
者
な

ど
。
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方
も

含
ま
れ
ま
す
。
）
は
、
役
場
住
民

生
活
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
第
２
号
被
保
険
者（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
公
務
員
）や
、
第
３
号
被

保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
る
配
偶
者
）は
、
勤
務
先

の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い

ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

保
険
料
は
月
額
１
５
０
４
０
円 

　
第
１
号
被
保
険
者
の
平
成
２５
年

度
の
保
険
料
額
は
月
額
１
５
０
４

０
円
で
す
。 

　
学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入

が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
を
す
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
国

民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
低

く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
万
が
一
」
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。 

 

保
険
料
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制
度 

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。 

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自

営
業
者
の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
に
、
本
人
の
申
請

に
よ
っ
て
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う 

　１月７日は無病息災を願って七草がゆを食べる日
です。ごちそう続きの胃腸を休めると、思っている
以上に体も休まりますよ。たまには、おかゆでほっ
と温まりませんか。薬味はお好みで…梅干しや金山
寺みそもおすすめです。 

もち麦の健康効果　その２　血中コレステロールの低下 
　コレステロール値が高い人は、血液中の脂質が多く、
動脈硬化を促進すると言われています。 
　もち麦に含まれる水溶性食物繊維「β－グルカン」は、
コレステロールと胆汁酸とくっつき、体外への排せつを
高め、血中の悪玉コレステロールを下げる効果がありま
す。しかも、善玉コレステロールは減らさないという優
等生です。この作用については欧米の政府機関もお墨付
きを与えています。 
　また、β－グルカンは血液中の中性脂肪を下げること
がわかってきており、「脂質異常症」の予防食としても
有効です。 

もち麦ひとことメモ 

≪材料≫ 
もちむぎ精麦５０ｇ　米１００ｇ　もちむぎ茶６カップ 
塩ひとつまみ 
薬味７種（三つ葉、かいわれ、刻みのり、白すりごま、
柚子、おろししょうが、わさび） 
≪作り方≫ 
①もちむぎ精麦を３０分くらいぬるま湯につける。米
は洗ってざるにあげる。 
②もちむぎ茶を色よく沸かす。 
③②に①を入れて火にかけ、中火で煮る。 
④煮立ったら弱火にし、ふたをして３０～４０分、なる
べくかきまぜずにゆっくりと炊く。フワッとした
感じになれば塩を加え、火を止め４～５分間蒸らす。 
⑤薬味の三つ葉とかいわれを細かく刻む。 
⑥７種の薬味を添えてできあがり。 

たんじゅうさん 


